
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 北浦和 小学校 ）     学校番号 ０１１                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 十人十色のハーモニー～一人ひとりが幸せになる学校        

          

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業の改善（学力向上に向けて） 
２ 夢に向かって努力する豊かな心と健やかな体の育成（安心・安全に向けて） 
３ 家庭・地域との連携による潤いのある教育環境の整備と充実（地域と共にある学校に向けて） 
４ 新たな教師の学びの姿の具現化、働き方改革の推進（教職員の資質向上に向けて） 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

〇令和５年度に取り組んだ「教科横断的な視点に

立った資質能力の育成」の研究に加え、「自ら

考え 協働的に学ぶ 児童の育成」を研究の柱

として学校教育に取り組んでいく。 

〇全国及び市の学習状況調査の結果から、全体的

に学力は高いと言える。また、「話合い活動が

好き」と答えた児童が 80％超である。 

＜課題＞ 

〇ＩＣＴ機器の効果的な活用方法について研究を

進め、授業実践を重ねていく必要がある。 

〇主体的に取り組んだり友達と協力して取り組ん

だりする協働的な活動を推進する必要がある。 

・ＩＣＴ機器の

効果的な活用

と新しい教育

アプリの活用

による授業改

善 

＜改善策＞ 

①校内で、ＩＣＴに関わる研修を充実さ

せて、授業改善を図る。 

②クラウド環境を有効活用した教育活動

の実践に取り組む。 

①授業等において、ＩＣＴ機器を効果的

に活用できているか。また、新しいア

プリケーションを活用した授業実践を

行えているか。 

②授業の中で、児童がクラウド環境を活

用した活動ができるような実践を行っ

たか。 

①ＩＣＴ機器の活用度は高まった。効果的に

活用できたという教員も 76.9％と微増だっ

たが、さまざまなアプリを授業で活用する

教員が増加した。 

②クラウド環境を活用した授業展開がみられ

るようになってきているが、頻度について

はまだこれからである。 

Ｂ 

＜課題＞クラウドの活用頻度を高め、

クラウドを活用した効果的な授業展

開の工夫について研究を進める。 

＜改善策＞様々な教育アプリの活用度

は高まっているので、クラウドを活

用した展開の工夫について研修を深

め、実践する。 

 

・「話合い活動が楽しい」と

回答した児童が 80％を超え

ている。また、ＩＣＴ機器

を使った授業にも様々な工

夫がみられるようになった

のは日頃の研修の成果とい

える。 

・タブレットだけでなく、紙

の教材で学ぶことも大事に

していきたい。 

・個別最適な学

びと協働的な

学びの一体的

な創出 

＜改善策＞ 

①個別最適な学びの推進に向け、授業形

態の工夫をしながら、校内研修を充実

させる。 

②授業及び学校行事における協働的な活

動と振り返りの時間を充実させる。話

合い活動の工夫により学び合いの力を

向上させる。 

①「学校は、分かりやすい授業を行い、

個に応じた学習指導の充実に努めてい

る」の肯定的な保護者評価が８５％以

上になったか。 

②学校自己評価に係るアンケートで、話

合い学習が楽しいと回答する児童が、

８０％以上を維持できているか。 

①授業への保護者の肯定的な回答は 86.5％と

指標を達成した。一方で、児童と教職員の

評価も 88％に到達した。 

②授業においては話合い活動を取り入れ、行

事等でも自分の意見を表明する機会を意図

的に取り入れた。その結果、話合い活動が

楽しいと回答した児童が 84.5％に達した。 

Ｂ 

＜課題＞個別最適な学びと協働的な学

びを関連付けた授業展開を研究し、

実践的な取組を行う。 

＜改善策＞授業においては、課題研究

において、児童が主体的かつ協働的

に取り組むことができるような場面

設定を行い、検証を積み重ねながら

充実を図る。 

2 

＜現状＞ 

〇自己肯定感を高め、自信をもってよい行動に移

すことができるように環境を整備する。 

〇児童数の増加により、空間的なゆとりを確保す

ることが難しい。教室の床や昇降口等施設設備

の老朽化も進んでいる。 

＜課題＞ 

〇自己肯定感を高め、自信をもってよい行動に移

すことができるように環境を整備する必要があ

る。 

〇運動の機会を増やしスポーツに進んで取り組む

環境を整備する。 

〇児童が安全に学校生活を送ることが出来るよう

に施設設備の安全点検を徹底する。 

・特別活動の充

実と児童自ら

取り組む場の

設定 

①学級、学年等様々な機会を通じて、児

童が立案実行可能な企画を発達段階に

応じて設定し、児童に達成感を味わわ

せる。 

②教職員の連携により、児童の成長を複

数の目で観察し、多面的に支援・評

価する。 

①学校自己評価に係るアンケートで「よ

り良い世の中を作っていきたい」と回

答する児童が８０％以上になったか。 

②教職員が連携する仕組みを３種類以上

設定できたか。 

①発達段階に応じた取組を進めたことによっ

て、91.8％の肯定的回答が得られ、昨年度よ

りも 0.3％上昇した。 

②児童理解に関する研修、個別のケース会議、

学校運営協議会の提言を受けての取組、教科

横断的な視点に立った取組などを実践した。 

Ａ 

＜課題＞回答状況はよいが自己肯定感

の低さが課題である。家庭との連携

を密にして、自信をもってよい行動

ができるように環境を整備する。 

＜改善策＞児童が自己決定できる場を

意図的に設定し、それを認めること

によって次なる活動の意欲につなげ

ていく。 
 

・教室等に顔写真をたくさん

掲示することは、児童の自

己肯定感を高める工夫の一

つといえる。自己肯定感は

児童自身が頑張ったことで

身につくので、個々の良さ

を認める実践を重視する中

で高めていきたい。 

・学年が上がるにつれて対応

が難しくなる。保護者や先

生の言葉かけが心に響くと

思うので、プラスの声かけ

を大切にしてほしい。 

・児童の心に潤

いを与える教

育環境の整備

と進んで運動

に取り組む児

童の育成 

①学校保健委員会等、健康に関して保護

者との連携を図る取組を進める。 

②教科担任制による体育の学習の充実と

児童会活動による運動キャンペーン

等の取組を行う。 

③リフレッシュ工事に向けての情報収集

と、８０周年に向けての大枠を検討

する。 

①保護者との連携を深める取組を５つ以

上実施できたか。 

②学校自己評価に係るアンケートで「ス

ポーツや運動が好き」と回答する児童

が、８５％以上を維持できたか。 

③リフレッシュ工事や８０周年に向けて

の情報収集ができ、見通しがもてた

か。 

①昨年度と同様に、学校保健委員会、8020 歯の健

康教室、薬物乱用防止教室、携帯ネット安全教

室など５つの取組を行った。 

②休み時間の外遊びの奨励、「元気タイム」の取

組、体育授業の充実等により昨年度同様 84.0％

の肯定的回答が得られた。 

③学校施設課や担当業者と打合せを継続し、リフ

レッシュ工事の概要をつかむことができた。 

Ｂ 

＜課題＞運動の楽しさを味わわせ、発

達段階に応じて生涯スポーツへの意

識を高める。 

＜改善策＞学校、学年、学級におい

て、全体で活動する機会を増やすと

ともに、学校外でも運動を意欲的に

行うように働きかける。 
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＜現状＞ 

〇学校運営協議会による熟議により、本校の育て

たい姿として「豊かな心を育む」という共通の

願いをもつことができている。 

〇教育活動を保護者や地域に公開し、理解と協力

を得られるようにしている。 

＜課題＞ 

〇「豊かな心を育む」という共通の願いを学校運

営委員会の委員が各立場で実現に向けて取り組

む必要がある。委員だけでなく、共通の願いを

保護者・地域の課題として共有できるよう働き

かける必要がある。 

〇地域と共にある学校の推進を目指し、学校ＨＰ

をはじめとして、教育活動を保護者や地域に適

切に公開する。 

・目指す児童の

姿を共有する

ための情報発

信と教育活動

の公開 

①コミュニティ・スクールの課題を周知

するために、児童代表が学校運営協

議会に参加し、熟議を活発化させ

る。 

②「豊かな心を育む」という共通な願い

の実現のためにとともに、教職員、

児童が計画的に取り組む。 

①学校自己評価に係るアンケートで「学

校運営協議会の活動が分かる」と回答

する保護者が７０％以上になったか。 

②「豊かな心を育む」という願いの実現

のために具体的な取組が実施できた

か。 

①学校評価アンケートにおいて、学校だより等

での周知を行った結果、肯定的な回答が昨年

度同様 94.6％となった。 

②「ほめる・認める」取組を、学校・家庭・地

域のそれぞれの立場で働きかけ、多くの取組

実績を得ることができた。 

Ａ 

＜課題＞学校運営協議会と学校との継

続的な取組を進め、保護者の取組へ

の更なる参画を働きかける。 

＜改善策＞「ほめる・認める」取組実

績を周知し、良好な親子関係の構築

を図り、さまざまな取組に発展させ

る。 

 

・「ほめほめシート」を書く

ことで、「ほめる、認め

る」取組の浸透につながっ

てきている。今後も「豊か

な心を育む」心の育成を学

校・ＰＴＡ・地域が一体と

なって図っていきたい。 

・豊かな心は良い言葉から育

つと思う。悪口や悪意の意

見を「減らす、なくす」事

を日々努めてほしい。 

・教育活動の地

域公開やＨＰ

の充実による

学校発信の推

進 

①学校行事を計画的かつ適切に公開し、

参観状況を確認しながら次年度以降の

公開の在り方を探る。 

②学校ＨＰの充実を図る。今年度はブロ

グを立ち上げ、リアルタイムで更新し

ながら保護者や地域住民が見やすいも

のになるようにする。 

①学校自己評価に係るアンケートで「教

育活動を積極的に公開している」と回

答する保護者が８０％以上を維持でき

たか。 

②学校ＨＰにその時期に応じたページを

開設し、更新を適切に行うことができ

たか。 

①保護者アンケートにおいて、肯定的な回答が

95.3％となり、昨年度からさらに上回った。 

②学校ＨＰでは、ブログを開設したことによ

り、多くの保護者が閲覧するようになった。

また、年度途中からスクリレによる配信も始

めたが、保護者からの評判もよく順調であ

る。 

Ａ 

＜課題＞安全面の配慮を行いながら、

教育活動の地域への公開や周知の方

法について検討を進める。 

＜改善策＞ＰＴＡの協力を得ながら、

地域住民への公開回数の増加を検討

する。また、ＨＰの更なる充実を図

り、保護者の学校への理解が深めら

れるように取り組む。 

4 

＜現状＞ 

〇教員の資質向上に向けて、研修を進めている

が、ベテラン、中堅、若手がおり、指導力に差

がある。 

〇教職員の働き方改革に向けて、教職員全体で協

議をして、より効率的で効果のある取組を進め

ようとしているが、時間外在校時間が減少しな

いという実態がある。 

＜課題＞ 

〇多分野にわたって教職員の学ぶ場を設定し、教

職員全体の指導力を向上させる必要がある。 

〇個別最適な学びに向けたＩＣＴの一層の活用を

推進する。 

〇教職員のワークライフバランスを踏まえた地域

との連携を図る。 

・教員の指導力

向上に向けて

多分野の研修

の実施 

①教職員自ら希望する研修が受けられる

ように時間を設定し、講話や演習を通

して教師としての資質向上を図る。 

②教職員の「キャリア Navi」を活用

し、自己研鑽としてのテーマを決めて

取り組むようにする。 

①教職員の資質向上のための一般研修を

多分野にわたって実施することができ

たか。 

②全ての教員が、ＩＣＴ活用を含めて自

己研鑽を進め、資質向上のために取り

組むことができたか。 

①教職員資質向上のための一般研修を年間で

１８回実施することができた。先生方のニ

ーズに合わせた研修が効果的だった。 

②一般研修の中でＩＣＴ研修を実施し、実際

の授業で活かすことができた。また、個々

の目標に合わせて、外部研修会に参加した

り、書籍を購入して学んだり、現地に行っ

たりして、個々で取り組むことができた。 

Ａ 

＜課題＞研修体制をさらに整備し、人

事評価制度との関連を図って、効率

的な研修につなげていく。 

＜改善策＞学校課題研修との関連で時

間の確保を図って一般研修を実施す

る。また、キャリア Navi を自己研鑽

の仕組みを整え、教員の資質向上のた

めの取組として実施する。  

・先生は忙しすぎる傾向にあ

るので、効率化できるこ

と、削れることを積極的に

行なってほしい。また、サ

ポート体制の充実も必要で

ある。 

・教科担任制の実施は効果が

あった。 

・教員の指導力向上は、先輩

への憧れから進んでいくと

思うので、素敵な教員を集

めて若い教員を刺激してほ

しい。 

・教職員のアイ

ディアを生か

した働き方改

革の推進 

①より効率的な学校運営が進められるよ

うに、行事等の見直しや会議の精選を

図る。 

②計画的な年休の実施や業務自体の削減

を図り、時間外在校時間の縮減を図

る。 

①昨年度と比較して、保護者・地域の理

解を得ながら、業務改善を実施するこ

とができたか。 

②働き方改革に関する教職員のアイディ

アが３つ以上提案されたか。 

①授業参観、懇談会、個人面談の時期や回数

を改善し、教職員・保護者双方の負担が軽

くなるようにした。 

②職員会議の簡略化、パソコンのソフト Teams

の効果的な活用、中学年の教科担任制の実

施等が提案され、実施している。 

Ａ 

＜課題＞教員のアイディアを生かした

更なる業務改善を図る。 

＜改善策＞教職員の時間を生み出すた

めに検討を進めながら、教材研究や

児童と接する時間の確保を図る。保

護者にとっても有益な改善を模索す

る。 
 


